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研究成果の概要（和文）：　前近代期末期から近代期初期、戦時期、戦後においての朝鮮人の移住と定住化の形成過程
について調査を行った。北海道においてはアイヌ民族との非常に緊密な繋がりを確認した。また、北海道立文書館から
明治16年、朝鮮人に対して、鳥獣猟を許可する公文書を発見した。これは明治初期における朝鮮人の定住化を示唆する
ものと考えられる。朝鮮人の移住と定住化は、幕末や明治期の早い時期から進んでおり、従来の説を根底から覆すもの
と考える。
 また、歴史的背景は異なるが、サハリンにおける朝鮮人とアイヌ民族、その他の先住民との繋がりとアイデンティテ
ィーの重層性と複雑さを考察した。

研究成果の概要（英文）： I researched the immigration of Korean people and the process of their 
settlement in Hokkaido,form the pre-modern period and the present.The relationship between Korean and the 
Ain people has been actually very close,mutilayerd,and complicated.
 I found evidence(testimnies and primary historical materials kept in the Hokkaid
o Prefectual Archives)supporting the theory that the settlement of Krean people in Hokkaido had taken 
place much earlier than is generally accepted.Although the historical backgrounds were different,I 
conformed the fact that there is a similar relationship between Kreans and Ainu.

研究分野： 植民地研究
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１．研究開始当初の背景 
 在日コリアンを形成する朝鮮人の移住と
定住化については、戦時時の強制的労務偊動
員を中心とした多くの研究の蓄積があるが、
近年では、近代期帝国日本における人口移動
全体についてまとめた研究が出されるよう
になった。 
 北海道についての朝鮮人の移住について
は、筆者の 2004 年からの調査により、明治
のごく初期からアイヌ民族との深い繋がり
が認められた。それは朝鮮人の定住化のごく
早い時期での婚姻関係（入籍という形態では
ないが）や、定住化に関するアイヌの人々の
いくつかの証言から明らかにされたことで
ある。 
 しかし、朝鮮人の移住がどのくらいの規模
なのか、どのような歴史的背景を持つのかに
ついての詳細は、さらに多くの聞き取り調査
と文献資料収集が必要であった。 
 
２．研究の目的 
（１） 一般的には、均質で単一な文化・社
会だと思われがちな日本にも、少なくない外
国人や異なる文化を持つ人々が共存してい
る。そのマイノリティ研究においても、アイ
ヌ民族や在日コリアン、その他の多くのマイ
ノリティは、それぞれ独立した単一なマイノ
リティとして存在し、実体化した個別のもの
として理解されている。しかし、北海道にお
けるアイヌ民族と朝鮮人の繋がりは、前近代
期から現在に至るまで、非常に複雑で重層的
な関係性として捉えることが必要である。そ
れは「純粋な」マイノリティという虚像の中
で、新たな差別や排除を再生産させることに
つながり、重層的なアイデンティティーを有
する人々にとっての抑圧となっている。 
 本研究では、こうした重層的なマイノリテ
ィの形成過程を明らかにすることで、近代に
おけるアイヌ史の見直しを行うことを目的
とする。 
（２）現在の在日コリアンが定住化した形成
過程においても、アイヌ民族との関係性を詳
細に捉えることは、在日コリアン研究におい
ても新たな視点を提示するものと考える。そ
してそれは、日本社会・日本文化の多様性と
いう視野からも、新たな展開をもたらすもの
と考える。 
 
３．研究の方法 
（１）アイヌと朝鮮のルーツを持つ方々から
の聞き取り調査を行った。北海道日高地方、
平取を中心に新ひだか町静内、む川町、その
他苫小牧市や札幌市などの都市部、更にサハ
リン、韓国などでも聞き取り調査を行った。
また調査の過程で明らかになった幕末期や
明治期に朝鮮から北海道への朝鮮人の移住
について調査するため、埼玉県東松山市、静
岡県駿東郡、徳島県徳島市・鳴門市、九州大
分県中津市や長崎県対馬市などにおいても、
聞き取り調査と現地調査を行った。 

（２）前近代期末期から近代期にかけてのア
イヌ民族と朝鮮人の移動に関する文献資料
収集を行った。主に北海道立文書館、防衛研
究所戦史研究センター、北海道立図書館、大
分県中津市歴史資料館、長崎県対馬民俗資料
館、ロシア共和国サハリン州ポロナイスク町
立図書館、釜山韓国近代歴史館等において関
係文献資料の収集を行った。 
 
４．研究成果 
（１）朝鮮人の定住化の最も早い事例として
は、幕末の 1860 年代初期に朝鮮から大量の
移住者たちが、大分県中津市に定住化したと
いう証言である。この時期は、朝鮮人がロシ
ア沿海州へと大量に移住する時期であり、こ
れはロシアの公文書から明らかにされてい
る。同地にて聞き取り調査、並びに文献資料
を収集したが、日本における公的な文書は確
認できず、口承で以下のような証言を得てい
る。代々、朝鮮から移住してきて、明治 5年
の壬申戸籍の際に日本戸籍を有することと
なり、日本人として定住しているというもの
である。 
（２）北海道立文書館蔵の『戊申八年より巳
年八月に至る御布告書』、『明治元年 触書留
裁判』により、江戸時代から対馬藩が対応し
てきた朝鮮と日本の間の漂流・漂着に関して、
明治元年以降も同様に丁重に取扱う旨の通
達が出されていたことを確認した。また、同
文書館所蔵『明治十六年 札幌懸公文録 勧
業課農務係 鳥獣猟』から、「朝鮮人が鳥獣
猟の許可申請をした場合には、本邦人同様に
許可すべし」とする公文書を発見した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 

 
 図１．北海道立図書館蔵「本邦在留朝鮮人、
鳥獣免状請求ノトキハ遊猟免状下付方ノ件
（札幌懸）」明治 16 年 
この文書は、1883 年（明治 16 年）に、既

に北海道において、朝鮮人が鳥獣猟の許可申
請をしていたことを証明するものであり、一
定数の朝鮮人が存在していたことの証拠と
なる。 



（３）日本の植民地支配や戦時期において、
移住を余儀なくされた、或は強制的労務動員
として連行された朝鮮人や中国人が北海道
の各地に存在した。その苛酷な労働現場から
脱出した朝鮮人や中国人をアイヌの人々が
匿い、脱出を支援した事実を聞き取り調査か
ら数多く確認した。その状況の中、朝鮮人や
中国人の男性がアイヌの女性と所帯を持ち、
定住化していった例も平取、穂別、静内では
少なくないことも証言から得ることが出来
た。そして、それらの人々は、現在に至るま
で定住化している。アイヌ民族の文化伝承者
として活躍する女性の中には、朝鮮人の父親
を持つ方々も少なからずいる。しかし、その
アイデンティティーは、ほとんどがアイヌ民
族であるということは、重要である。朝鮮の
ルーツを持つことは、現在においても、忌避
されるものとして存在している。 
（４）日本統治下樺太でのアイヌ民族と朝鮮
人との間、日本人とアイヌ民族との間、日本
人とアイヌ民族との間に婚姻関係が多数あ
り、その関係性は非常に複雑で重層的である。
日本の敗戦後、日本人は日本に帰国できたが、
連れ合いである朝鮮人やその間に生まれた
子どもさえ、日本への移住は許されず、離散
家庭が数多く存在した。残留を余儀なくされ
た朝鮮人の人々の戦後の実態について、2015
年 8 月に聞き取り調査を行った。更に 9 月、
永住帰国を許可されたサハリン残留韓人の
方々の聞き取り調査を行った。いずれも、日
本統治とソ連・ロシア時代を経た朝鮮人・ア
イヌ・日本人・ウィルタなどの多様で複雑な
アイデンティティーの交錯を持つものであ
った。 
（５）日本の植民地支配から解放された朝鮮
では、朝鮮半島を分断する朝鮮戦争が始まる
が、その最初の契機が、済州島四・三事件で
ある１。南北を分断したまま、アメリカの傀
儡軍事政権を承認するための選挙に抵抗し
た済州島の人々が北朝鮮からの反共組織と
親米政権によって、大量虐殺されたものであ
る。 
韓国においても、四・三事件のことは語るこ
とを憚られるものであったが、民主化に伴い、
この事件の検証が進んだ。近年では国家とし
て大規模な慰霊式典を開催し、慰霊の場を設
置されている。2014 年 3 月 31 日から 4 月 4
日に、事件についての現場調査と文献資料収
集を行い、慰霊式典に参加した。この事件で
虐殺された遺体が対馬に漂着し、大量の遺骨
が現在対馬市厳原の太平寺に保管されてい
る。対馬調査の際、太平寺住職宮川長己氏か
ら、詳しい経緯について伺った。 
対馬は、現在、韓国釜山からの観光客を迎

えているが、江戸時代の善隣友好を掲げなが
らも、韓国との関係性には微妙で複雑なもの
がある。対馬歴史民俗資料館での文献資料収
集を行うと共に、対馬全域での聞き取り調査
を行い、フェリーで韓国釜山市に渡った。釜
山市においては、江戸時代の宗家との交易の

場であった草梁倭館の跡地を確認し、釜山近
代歴史館での現地調査と文献資料収集を行
った。近代の歴史認識において、日韓の間で
はいまだに共有できる部分が多いとは言え
ない。しかし、江戸時代の友好的な関係を伝
える対馬と釜山における現在の交流は、今後
の日韓の友好へのひとつの布石となると言
える。古代から近世、近代、現在に至るそれ
ぞれの時代において、対馬と朝鮮・韓国の関
係性が非常に緊密なものであることが確認
された。 
（６）調査の過程で、北海道において明らか
にされた、先住民アイヌの人々と植民地支配
下の朝鮮人が緊密な関係を持っていたこと
と同様に、中南米、北米においても、アフリ
カ奴隷とアメリカ大陸の先住民たちが、深い
繋がりを持っていたことも、明らかになった。
「ブラックインディアン」と呼ばれる人々で
ある２）が、現在、そのアイデンティティー
は希薄化され、それぞれの居住地での国民と
しての権利を保持し、アイデンティティーも
所属する国家の国民へと移行している。アメ
リカ大陸の先住民と奴隷の繋がりは、アイヌ
民族と朝鮮人や中国人との繋がりと非常に
類似しており、その重層性や多様性は帝国主
義がもたらす普遍的な関係性といえる。 
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